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32. 粘膜上皮の病理形態学的所見の推移からみた術前
照射の効果について
大塚俊通
正常気管支上皮細胞の放射線照射による変化は個体の
放射線に対する感受性を表現する。
術前照射肺癌 36例，術前照射非癌 6例，対称として
非照射肺癌 16例，非照射非癌 19例の切除肺を被検物と
して検索を行なった。切除肺における正常気管支上皮細
胞の照射による変化は核の膨化，核小体肥大，細胞質空
胞形成，核空胞形成，核融解，崩壊といった所見で，異
様な核を呈する巨核細胞も見られる。その変化は基底細
胞増生，扇平上皮化生のある箇所で著明であった。正常
気管支上皮細胞の変化を程度によって 4つの段階に分類
し (D分類)，照射肺癌 36例について， D分類を行ない
癌腫の照射効果との関連を検索した結果平行する傾向を
認めた。癌腫の放射線治療効果は放射線に対する個体の
感受性と関連し，癌腫の照射効果は正常気管支上皮細胞
の変化によってある程度推定することができる。これは
気管支擦過物における正常気管支上皮細胞の変化にも投
影されている。 
33. 当教室における肺癌術前照射の現況
河野宏  
1956年 7月より 1967年 7月までに当研究所で肺切除
を受けた 214例の原発性肺癌患者のうち術前照射例 67
例についての成績および動物実験による検索結果を報告
する。術前照射は肺門縦隔照射および原発巣照射の 2つ
の方法があるがわれわれは主として前者を行なってい
る。 2者の遠隔成績を比較すると前者が良好な成績を示
している。腫湯線量は 4000Rを目標に，期間は 3，.4週
とし，待機期間は癌細胞の再増殖と癌巣の線維化との相
関々係から 10日以内を目標としている。照射リンパ節
には被膜の肥厚， リンパ漉胞の萎縮，細網細胞の増殖が
認められ，これらが肺門より上縦隔へのリンパ流の阻害
を惹起し残存転移リンパ節の二次的転移を抑制する一因
子と推定される。これに関し家兎に B-P移植癌腫を用
い動物実験を行なったが上縦隔照射により遠隔転移抑制
の傾向が認められた。 
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0山口豊，小山明  
1956年 12月以前の前期， 1961年 12月までの中期， 
1962年 1月以降の後期に分けて，肺癌における化学療法
の歴史を振り返ってみると，前期においては抗癌剤の初
期に登場した薬剤が何の基準もないままに使用されてい
たが，肺癌症例数，特に切除例の増加により，治療成績
の向上が枢要な問題とされ，切除に併用される化学療法
も特に術後の血行転移の防止を目的として，中期には一
応の規準が立てられて術前後にのみ使用されていたが，
依然として術後長期にわたる血行転移による死亡例が多
く見られることから術後 3カ月， 6ヵ月， 9カ月， 1年， 
l年半， 2年…・・・といった時期に MMCを主剤とした 2
剤併用投与を行なう長期間駄化学療法を中期の後半より
施行し，その成績は比較的良好であるが，今後副作用，
耐性といった面での検討も重ねて行かなければならな
し、。
